
頻度は増加、コスト意識は高まる
ＪＴＢ　年７月実施「ビジネスイベント意識調査」

コミュニケーション重視
人的資本経営対策で

（４）第３２３６号 第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）９月９日（月曜日）

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
８
月

日
、
今

年
７
月
に
実
施
し
た
調
査

「
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
意
識

調
査
」の
結
果
を
発
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
２
０
２
０
年

以
降
増
加
傾
向
だ
っ
た
ビ
ジ

ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
意
向

は
過
去
調
査
に
比
べ
て
最
も

高
く
、
コ
ロ
ナ
禍
前
比
で
も

高
い
傾
向
と
な
っ
た
。
実
際

の
開
催
頻
度
も
増
加
。
施
策

費
用
予
算
は
予
算
の

％
未

満
の
割
合
が
上
昇
す
る
な

ど
、
費
用
対
効
果
へ
の
意
識

の
高
ま
り
が
見
て
取
れ
た
。

　
同
調
査
は
、
企
業
が
実
施

す
る
主
に
従
業
員
を
対
象
と

す
る
「
社
内
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
向
け
イ
ベ
ン
ト
」
と
、

主
に
消
費
者
・
取
引
先
・
地

域
・
出
資
者
な
ど
を
対
象
と

す
る
「
社
外
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
向
け
イ
ベ
ン
ト
」
の
両

ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
対
象

に
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る

も
の
。

～

歳
の
日
本
国

内
在
住
の
、
企
業
規
模
が
従

業
員
数
５
０
０
人
以
上
も
し

く
は
売
り
上
げ
１
０
０
億
円

以
上
の
企
業
の
正
規
雇
用
の

現
業
社
員
で
、
該
当
の
ビ
ジ

ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
担
当
者
を

対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
実
施
。
社
外
向
け
イ
ベ
ン

ト
、
社
内
向
け
イ
ベ
ン
ト
そ

れ
ぞ
れ
２
０
０
サ
ン
プ
ル
、

計
４
０
０
サ
ン
プ
ル
の
回
答

に
基
づ
き
分
析
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
会
議
・
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
手
法
は
、
オ

フ
ラ
イ
ン
（
リ
ア
ル
）
が


・
９
％
で
最
も
高
く
、
以
下

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
が

・
８
％
、

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
）

が

・
６
％
だ
っ
た
。
ど
の

イ
ベ
ン
ト
形
態
も
オ
フ
ラ
イ

ン
が
最
も
多
か
っ
た
。

　
何
ら
か
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応

の
実
践
・
検
討
を
し
て
い
る

割
合
は
、
「
検
討
し
た
こ
と

が
あ
り
、
実
践
し
て
い
る
」

が

・
３
％
、
「
検
討
し
た

こ
と
は
あ
る
が
、
実
践
ま
で

で
き
て
い
な
い
」
が

・
５

％
と
な
り
、
検
討
経
験
が
あ

る
割
合
だ
け
で
は
、

・
８

％
だ
っ
た
。

　
同
調
査
で
は
「
人
的
資
本

経
営
」に
つ
い
て
も
聞
い
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
回
答
者
の

７
割
が
人
的
資
本
経
営
に
関

心
を
持
っ
て
お
り
、
昨
年
度

よ
り
も
高
い
割
合
と
な
っ

た
。
人
的
資
本
経
営
の
課
題

と
し
て
は
、
「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
管
理
職
が
育
っ
て
い
な

い
」が
最
も
高
く

・
６
％
、

以
下
「
組
織
文
化
の
変
革
が

難
し
い
」
（

・
８
％
）
、

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
ク

イ
テ
ィ
ー
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン
の
意
識
が
浸
透
し
な

い
」（

・
２
％
）だ
っ
た
。

　
人
的
資
本
経
営
上
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
は
「
社
内
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ

せ
る
取
り
組
み
を
行
う
」
が


・
２
％
で
最
も
高
く
、

「
従
業
員
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

を
明
確
に
し
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
（
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
）
を
行
う
」
「
多
様
な

働
き
方
を
含
め
た
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
」
が
続

い
た
。


